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白馬大雪渓　河野齢蔵氏撮影

山
岳
写
真
と
河
野
齢
蔵

河
野
齢
蔵
は
教
育
者
で
あ
り
､
ま
た
植
物
学
者
と
し
て
､

更
に
信
濃
山
岳
会
の
創
立
に
参
画
し
副
会
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
｡
し
か
し
彼
が

日
本
最
初
の
山
岳
写
真
家
で
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
意
外

に
少
を
い
｡

昔
､
上
高
地
温
泉
発
行
の
絵
葉
書
に
古
い
河
童
橋
の
写

真
が
あ
る
が
'
こ
れ
は
最
近
'
彼
の
撮
影
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
偶
然
に
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
山
岳
写

真
研
究
家
で
あ
り
､
元
『
岳
人
ら
編
集
長
の
杉
本
誠
氏
の

依
頼
で
､
私
が
河
野
家
に
残
さ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
板
の
原

板
を
調
べ
て
い
る
う
ち
に
河
童
橋
の
写
真
を
見
つ
け
た
の

で
あ
る
｡
彼
は
明
治
四
十
四
年
'
矢
沢
米
三
郎
ら
と
共
に

信
濃
山
岳
研
究
会
を
創
立
さ
れ
､
そ
の
記
念
展
覧
会
に
ア

ル
プ
ス
絵
葉
書
五
葉
､
山
岳
及
高
山
植
物
写
真
十
葉
を
出

品
し
て
い
る
｡
ま
た
あ
る
時
期
､
松
本
市
の
写
真
術
研
究

会
の
会
長
と
な
り
営
業
写
真
家
を
指
導
し
て
い
る
の
で
あ

る
｡
彼
の
残
さ
れ
た
原
板
の
中
に
は
'
白
馬
岳
､
槍
､
燕
､

八
ヶ
岳
､
戸
隠
な
ど
'
更
に
遠
く
東
北
､
北
海
道
､
千
島

樺
太
な
ど
の
各
地
を
撮
影
し
た
極
め
て
貴
重
を
も
の
が
驚

-
程
よ
-
保
存
さ
れ
て
い
る
｡
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
､

当
時
既
に
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
原
板
を
作
り
へ
幻
燈
会
で
上

映
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
は
白
黒
の
ガ
ラ
ス
原
板

に
着
色
し
た
も
の
で
あ
る
が
へ
当
時
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
が

な
か
っ
た
の
で
､
植
物
学
者
は
植
物
を
克
明
に
ス
ケ
ッ
チ

し
着
色
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
彼
は
絵
を
よ
-
し
雲
輩
の

雅
号
を
持
ち
､
数
多
-
の
植
物
の
絵
を
残
し
て
い
る
｡

従
来
日
本
で
最
初
に
山
岳
写
真
を
純
影
し
た
人
は
､
当

時
長
野
中
学
の
博
物
の
先
生
､
志
村
烏
軸
と
さ
れ
て
い
た

が
､
こ
の
度
の
杉
本
氏
の
調
査
で
`
河
野
齢
蔵
の
明
治
三

十
六
年
人
用
の
　
｢
赤
石
山
頬
に
於
け
る
講
血
腫
物
置
が
日

本
最
初
の
写
真
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

そ
し
て
当
地
方
か
ら
彼
に
続
き
､
大
町
市
の
手
塚
順
一
郎
､

松
本
市
の
リ
リ
ー
写
真
館
の
百
瀬
藤
娘
､
私
の
父
三
秀
雄

ら
が
大
正
､
昭
和
初
め
に
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
｡本

年
八
月
に
は
松
本
市
で
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
大
会
が

開
催
さ
れ
､
そ
の
記
念
に
キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
の
ガ
ラ
ス
乾

板
に
よ
る
｢
山
岳
写
真
展
｣
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ
る
｡

河
野
齢
蔵
は
じ
め
各
地
の
作
家
の
作
品
が
展
示
さ
れ
､
い

ろ
い
ろ
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

(
檎
岳
山
荘
･
給
源
ロ
ッ
ヂ
経
営
　
穂
苅
貞
雄
)
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河野齢蔵

鰭物博ど山

河
野
齢
蔵
と
信
州
理
科
教
育

長

　

沢

武

信
州
教
育
界
と
理
科
教
育

明
治
政
府
が
勧
め
た
日
本
の
近
代
化
政
策
の
一
つ

に
∴
雪
枝
教
育
の
普
及
と
教
科
､
授
業
内
容
の
西
洋

化
が
あ
っ
た
｡
こ
の
政
策
に
従
っ
て
町
や
村
に
字
校

が
つ
く
ら
れ
授
業
が
始
ま
っ
た
｡
し
か
し
近
代
的
教

育
を
受
け
た
教
師
不
足
は
ま
ぬ
が
れ
ず
､
そ
の
為
に

教
科
毎
に
国
家
検
定
制
度
が
生
ま
れ
､
教
員
の
不
足

を
カ
バ
ー
す
る
一
方
､
各
県
に
は
師
鮮
千
校
を
創
設

し
て
､
正
規
教
員
の
嚢
舷
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

長
野
師
範
字
校
も
こ
う
し
て
明
治
一
〇
年
七
月
発
足

し
た
｡昭

和
の
現
在
に
な
っ
て
も
､
長
野
は
教
育
県
だ
と

か
､
信
州
教
育
の
優
秀
さ
が
県
外
人
か
ら
よ
く
言
わ

れ
る
が
､
こ
れ
は
明
治
･
大
正
期
に
お
い
て
､
優
秀

を
人
材
や
優
れ
た
教
育
実
績
を
上
げ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
｡こ

の
よ
う
を
評
価
の
中
で
､
特
に
優
れ
た
実
績
を

上
げ
て
き
た
の
が
理
科
教
育
で
､
中
で
も
高
山
の
動

植
物
や
地
質
に
つ
い
て
の
研
究
は
群
を
抜
い
て
お
り
､

そ
れ
ら
の
基
盤
は
､
長
師
卒
の
先
生
方
や
良
師
の
教

授
陣
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
｡
長
師
の

理
科
教
授
陣
は
大
半
が
同
校
卒
の
人
達
で
､
い
ず
れ

も
我
が
国
の
理
科
研
究
で
名
を
な
し
た
入
違
ば
か
り

で
あ
る
｡
明
治
時
代
を
拾
っ
て
み
て
も
､
羽
田
貞
義

(
一
八
-
三
三
年
)
矢
沢
米
三
郎
(
二
二
-
三
八
年
)

I
)
1
の
れ
い
i
t
･
-

河
野
齢
蔵
(
三
〇
-
?
)
折
井
政
一
(
三
一
-
?
)

岡
田
邦
松
(
三
四
-
?
)
八
木
真
跡
(
三
七
-
三
九
)

浜
幸
次
郎
(
二
一
-
二
二
)
な
ど
が
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
人
達
は
い
ず
れ
も
学
究
肌
の
人
達
ば
か

り
で
､
矢
沢
と
河
野
は
二
二
年
三
月
卒
の
同
級
生
｡

矢
沢
は
そ
の
ま
ま
培
校
に
残
っ
て
博
物
と
地
文
の
教

壇
に
立
ち
､
二
八
年
に
は
自
然
科
学
研
究
刷
体
｢
長

野
博
物
学
会
｣
を
作
っ
た
｡
三
〇
年
か
ら
は
河
野
も

師
範
幸
枝
の
助
教
授
に
迎
え
ら
れ
て
こ
れ
に
加
お
り

彼
と
河
野
が
中
心
に
な
っ
て
三
五
年
に
は
全
県
的
組

織
の
　
｢
信
濃
博
物
字
会
｣
を
創
設
し
､
雑
誌
｢
信
濃

博
物
学
雑
誌
｣
を
創
刊
し
た
と
こ
ろ
､
初
年
度
に
入

会
者
は
五
八
一
人
に
逮
す
る
程
の
盛
況
で
あ
っ
た
｡

ま
た
雑
誌
は
大
証
二
年
迄
に
三
九
号
を
出
し
県
下
の

理
科
教
育
の
向
上
に
貢
献
し
た
｡

こ
の
二
人
は
､
明
治
三
八
年
三
月
､
松
本
に
女
子

師
範
字
校
が
開
校
に
な
る
と
､
矢
沢
は
校
長
へ
河
野

は
教
頭
と
し
て
赴
任
､
共
に
高
山
の
動
植
物
を
研
究

す
る
か
た
れ
ー
f
'
四
四
年
八
月
に
は
｢
信
濃
山
岳
研

究
会
｣
を
創
設
し
た
｡
こ
の
会
は
後
の
信
濃
山
岳
会

の
前
身
で
､
発
会
祝
い
に
は
女
子
師
範
を
会
場
に
三

日
間
山
岳
関
係
資
料
展
と
講
演
会
が
開
か
れ
た
｡

折
井
政
一
､
岡
田
邦
松
も
共
に
高
山
植
物
の
研
究

家
と
し
て
知
ら
れ
､
著
書
も
あ
る
が
､
岡
田
は
若
く

し
て
病
死
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
｡

八
木
貞
助
は
地
質
筆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
｡
こ
れ

ら
の
人
達
を
ピ
ー
ク
と
し
て
､
当
時
の
長
野
県
教
育

の
理
科
部
門
は
､
全
国
的
に
見
て
ず
ば
抜
け
て
進
ん

で
お
り
､
小
車
掌
校
の
先
生
に
至
る
ま
で
つ
ぶ
揃
い

で
研
究
熱
心
で
あ
っ
た
｡

河
野
齢
蔵
と
プ
ロ
フ
ィ
ル

用
明
治
時
代

明
治
大
正
時
代
を
通
じ
て
､
信
州
の
理
科
教
育
､

を
か
ん
す
く
北
ア
ル
プ
ス
を
初
め
と
し
て
県
下
の
山

岳
に
数
限
り
な
く
足
を
伸
ば
し
､
高
山
研
究
を
進
め

た
双
璧
は
矢
沢
米
三
郎
と
河
野
船
蔵
で
あ
っ
た
｡
こ

の
二
人
は
教
育
者
で
あ
る
と
同
時
に
へ
高
山
の
動
植

物
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
､
登
山
家
で
も
あ
っ
た

矢
沢
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
､
河

野
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
｡

河
野
は
明
治
三
一
年
宴
､
植
物
学
者
と

し
て
初
め
て
白
馬
岳
に
登
り
､
幾
種
類
も

の
高
山
植
物
の
新
種
や
内
地
に
お
け
る
新

産
地
の
発
見
を
し
､
同
岳
の
高
山
植
物
の

豊
庫
な
る
こ
と
を
初
め
て
世
に
紹
介
し
た

人
と
し
て
知
ら
れ
､
北
ア
ル
プ
ス
の
全
山

を
初
め
県
下
の
山
岳
は
も
と
よ
り
'
遠
-

千
島
に
も
渡
り
寒
地
植
物
を
研
究
し
た
植

物
学
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
で
も
あ
っ
た
｡

彼
は
慶
応
元
年
(
一
八
六
六
)
東
筑
摩

都
島
内
村
犬
飼
新
田
(
現
松
本
市
)
　
の
庄

屋
河
野
過
重
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
｡

教
育
熱
心
を
父
の
影
響
を
受
け
て
船
蔵
は

一
八
歳
で
小
学
校
教
員
の
免
許
を
取
得
し
た
が
､
さ

ら
に
近
代
教
育
を
学
ぶ
べ
-
明
治
一
八
年
長
野
県
尋

常
師
範
学
校
に
入
学
し
た
｡

学
生
時
代
の
河
野
は
､
生
来
の
理
科
趣
味
､
自
然

愛
好
精
神
に
加
え
､
矢
沢
米
三
郎
ら
の
影
響
を
受
け

て
植
物
に
興
味
を
持
ち
､
飯
綱
山
や
戸
隠
山
な
ど
近

く
の
山
へ
採
集
登
山
に
出
掛
け
た
｡
そ
し
て
二
二
年

同
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
上
水
内
学
校
の
訓
導
に

任
命
さ
れ
た
｡
し
か
し
翌
年
は
北
安
曇
小
学
校
､
二

五
年
松
本
学
校
に
転
勤
､
三
十
年
七
月
に
は
母
校
師

範
学
校
の
助
教
授
に
任
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
､
八
月

に
は
大
町
小
学
校
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
｡

大
町
小
時
代
の
河
野
は
校
長
と
し
て
､
当
時
の
女

子
は
女
工
や
子
守
り
に
出
る
た
め
就
学
率
は
五
%
程

度
だ
っ
た
の
で
､
こ
れ
を
を
ん
と
か
し
よ
う
と
町
に

働
き
か
け
､
町
費
負
担
で
教
科
書
を
用
意
し
､
授
業

料
を
兜
際
し
て
授
業
を
進
め
た
り
､
卒
業
生
に
よ
る

同
窓
会
組
織
を
作
り
図
書
館
を
開
く
な
ど
教
育
熱
心

で
､
理
科
教
育
に
つ
い
て
も
陣
頭
指
揮
し
'
屋
外
に

出
て
自
然
を
相
手
に
実
践
教
育
を
し
た
｡

ま
た
個
人
的
に
は
同
校
へ
赴
任
の
前
年
の
二
九
年

に
は
､
文
部
省
の
植
物
教
員
検
定
に
合
格
､
植
物
の

分
類
､
特
に
高
山
植
物
の
分
類
に
お
い
で
は
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
域
に
達
し
て
い
た
｡

三
一
年
夏
の
第
一
回
白
馬
岳
登
山
は
彼
の
三
三
歳

の
時
で
､
同
行
者
は
趣
味
を
同
じ
く
す
る
後
輩
の
岡

田
邦
松
と
吉
沢
秀
吉
で
あ
っ
た
｡

岡
田
と
吉
沢
は
三
〇
年
三
月
の
長
節
季
で
'
二
人

は
無
二
の
親
友
で
あ
っ
て
､
こ
の
年
岡
田
は
北
安
曇

郡
七
貴
小
へ
､
吉
沢
は
北
城
小
学
校
に
赴
任
､
翌
年

に
は
同
校
の
校
長
と
な
っ
て
い
た
｡
従
っ
て
こ
の
二

人
と
河
野
は
同
じ
教
育
会
の
同
志
と
し
て
顔
見
知
り

で
あ
っ
た
ば
か
り
で
を
く
､
岡
田
と
は
採
集
登
山
や

植
物
研
究
を
通
じ
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
｡

河
野
は
こ
の
探
検
的
登
山
の
様
子
を
'
翌
年
『
信
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棄久遠宮殿下と白馬岳山頂の河野(右轄) 
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李王殿下と白馬岳山頂に立つ河野(右端)

館物博と山に
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濃
教
育
』
に
載
せ
る
と
共
に
､
糧
物
学
雑
誌
』
に

も
三
三
年
発
表
す
る
と
､
全
国
の
植
物
学
者
や
山
草

家
達
の
注
目
を
集
め
'
白
馬
岳
は
高
山
植
物
の
豊
庫

と
し
て
'
が
然
有
名
に
な
っ
た
｡

河
野
は
そ
の
後
三
四
年
五
月
に
は
長
師
の
教
授
を

嘱
託
さ
れ
'
翌
年
の
二
月
に
は
師
範
学
校
及
び
中
等

学
校
の
動
物
･
生
理
科
教
員
検
定
に
合
格
､
三
月
に

は
下
伊
那
高
女
の
教
諭
に
任
せ
ら
れ
た
｡

こ
の
年
は
河
野
に
と
っ
て
､
更
に
記
念
す
べ
き
年

で
あ
っ
た
｡
そ
れ
は
矢
沢
と
共
に
準
備
を
進
め
て
き

た
｢
信
濃
博
物
学
会
｣
の
創
立
と
､
｢
信
濃
博
物
学

雑
誌
｣
の
創
刊
で
あ
っ
た
｡
こ
の
年
は
三
号
ま
で
出

版
し
､
彼
は
同
誌
に
毎
号
｢
動
物
の
運
動
及
び
機
関

の
作
用
｣
　
｢
雷
鳥
｣
に
つ
い
て
観
察
研
究
の
結
果
を

発
表
し
た
｡

三
六
年
は
赤
石
岳
に
探
険
登
山
を
す
る
と
同
時
に

以
後
｢
信
濃
博
物
学
雑
誌
｣
に
は
ほ
と
ん
ど
毎
号
研

究
の
成
果
を
発
表
し
'
信
州
理
科
教
育
に
貢
献
し
た

三
七
年
に
は
博
物
学
会
の
副
会
長
に
当
選
､
赤
石

岳
の
他
矢
沢
会
長
と
八
ヶ
岳
に
登
山
｢
ヒ
ナ
リ
ン
ド

ウ
｣
を
発
見
し
た
｡
ま
た
『
女
子
用
植
物
教
科
書

及
び
｢
動
物
教
科
書
』
を
著
し
た
｡

三
八
年
は
前
述
し
た
と
お
り
松
本
女
師
の
教
頭
に

赴
任
し
た
年
で
､
七
月
八
ヶ
岳
､
八
月
に
は
白
馬
岳

の
他
焼
岳
へ
響
畳
に
登
山
'
小
学
校
の
教
員
の
指

導
を
行
っ
た
｡
ま
た
浜
幸
次
郎
と
｢
女
子
用
生
理
衛

生
教
科
書
｣
　
｢
普
通
生
理
衛
生
教
科
書
｣
　
｢
普
通
植

物
教
科
書
｣
を
著
し
た
｡

四
〇
年
に
は
そ
れ
ま
で
鉢
植
え
で
研
究
し
て
き
た

幾
十
種
類
か
の
高
山
植
物
の
培
嚢
研
究
の
成
果
を
基

に
､
松
本
女
師
の
校
内
に
高
山
植
物
園
を
建
設
､
四

四
年
八
月
の
､
同
校
で
開
か
れ
た
｢
信
濃
山
岳
研
究

会
｣
発
会
式
に
は
､
培
賛
し
た
畠
山
植
物
七
五
点
を

出
陳
し
好
評
を
博
し
た
｡

㈲
大
正
時
代

大
正
時
代
に
入
っ
て
も
河
野
の
活
躍
に
は
目
覚
ま

し
い
も
の
が
あ
っ
た
｡
彼
の
行
動
力
と
指
導
力
と
高

い
識
見
は
､
学
校
運
営
の
他
臨
地
指
導
'
教
科
書
の

編
集
､
博
物
学
雑
誌
や
信
濃
教
育
へ
の
寄
稿
と
運
営

な
ど
､
信
州
理
科
教
育
の
向
上
に
与
え
た
影
響
は
大

き
な
も
の
が
あ
っ
た
｡

大
正
二
年
四
月
上
伊
那
農
学
校
長
と
し
て
赴
任
し

た
河
野
は
÷
｣
れ
を
契
機
に
中
ア
･
南
ア
へ
の
植
物

研
究
登
山
を
活
発
に
行
う
こ
と
に
な
る
｡
二
年
八
月

は
赤
石
山
脈
荒
川
岳
に
登
山
､
ス
ン
シ
ウ
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
ボ
ク
｣
を
発
見
､
翌
年
の
夏
に
も
再
び
塩
見
岳
に

登
山
し
た
他
木
曽
駒
ヶ
岳
に
も
二
回
登
っ
た
｡
四
年

の
夏
は
東
駒
ヶ
岳
､
仙
丈
岳
に
登
山
し
た
他
､
『
山

喜
や
信
濃
教
育
』
に
寄
稿
し
た
｡

五
年
四
月
に
は
長
警
固
女
の
校
長
に
迎
え
ら
れ
赴

任
､
こ
の
年
は
同
校
の
女
生
徒
を
引
卒
し
て
白
馬
岳

に
登
っ
た
他
､
東
久
邁
宮
殿
下
を
槍
ヶ
岳
に
ご
案
内

し
た
り
百
本
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
』
を
矢
沢
と
共

著
で
出
版
し
た
｡
こ
の
本
は
当
時
の
出
版
本
と
し
て

は
異
色
で
､
高
山
の
動
植
物
を
中
心
に
書
か
れ
て
い

て
､
十
敬
服
を
重
ね
る
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
｡

六
年
に
は
続
い
て
嵩
山
植
物
の
研
究
』
を
岩
波

書
店
か
ら
出
版
｡
夏
に
は
東
久
邁
宮
殿
下
を
今
度
は

白
馬
岳
に
ご
案
内
申
し
上
げ
た
｡
登
山
に
先
立
ち
北

城
中
学
校
内
に
あ
る
｢
高
山
館
｣
の
展
示
物
に
で
､

同
岳
の
高
山
動
植
物
や
鉱
物
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し

上
げ
た
が
､
こ
の
時
乗
馬
の
ま
ま
玄
関
ま
で
入
っ
た

者
は
､
殿
下
の
お
附
役
宮
内
省
の
金
井
､
服
部
事
務

官
と
ご
親
戚
の
帝
大
生
と
河
野
校
長
た
け
で
､
郡
長

村
長
､
警
察
署
長
な
ど
は
歩
い
て
入
っ
て
い
る
し
｢

高
山
館
｣
に
入
室
し
た
の
は
殿
下
と
金
井
事
務
官
に

河
野
の
三
人
た
け
た
っ
た
の
を
み
て
も
､
河
野
の
お

か
れ
て
い
た
地
位
が
分
か
る
｡

こ
の
夏
は
東
北
の
蔵
王
､
早
池
峯
､
鳥
海
山
に
も

植
物
研
究
登
山
に
で
か
け
た
｡
翌
七
年
に
は
北
海
道

の
大
雪
仙
雲
､
ト
ム
ラ
ウ
シ
'
利
尻
､
礼
文
の
他

千
島
国
後
ま
で
研
究
に
足
を
伸
ば
し
た
｡
ま
た
八
年

に
は
､
皇
太
子
殿
下
の
善
光
寺
行
啓
に
降
し
､
高
山

植
物
の
幻
燈
を
台
覧
に
供
し
説
明
申
し
上
げ
た
他
､

樺
太
の
鈴
谷
､
突
阻
'
樫
保
岳
へ
植
物
研
究
に
出
掛

け
た
｡九

年
の
夏
は
唐
松
岳
-
猿
飛
-
池
ノ
平
～
剣
～
立

山
～
佳
良
峠
-
薬
師
岳
～
黒
部
五
郎
圭
一
俣
蓮
華
-

双
六
～
笠
ケ
岳
の
大
登
山
旅
行
を
十
数
日
間
を
質
し

行
っ
た
他
'
朝
香
宮
殿
下
を
燕
-
槍
ヶ
岳
へ
ご
案
内

申
し
上
げ
た
｡

十
年
は
飯
田
高
女
校
の
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
築
造
の

設
計
指
導
を
行
っ
た
他
､
｢
史
蹟
名
勝
天
然
雲
ふ
物

調
委
員
｣
の
委
嘱
を
受
け
､
以
後
昭
和
に
至
る
ま
で

こ
の
方
面
で
も
清
聴
す
る
こ
と
に
な
る
｡

一
一
年
に
は
諏
訪
高
女
校
長
を
拝
命
､
三
軍
同

校
に
て
六
〇
歳
を
迎
え
た
の
で
教
職
を
辞
し
松
本
の

自
宅
に
帰
っ
た
｡
し
か
し
ま
だ
ま
だ
元
気
で
､
松
本

二
中
の
先
生
を
し
た
り
､
一
四
年
に
は
槍
ヶ
岳
二

五
年
に
は
乗
鞍
岳
へ
も
登
り
高
山
植
物
の
研
究
を
続

け
た
｡㈲

昭
和
時
代

昭
和
二
年
に
は
景
山
研
薯
を
岩
波
書
店
か
ら

出
版
し
た
｡
ま
た
三
年
に
は
白
馬
岳
及
び
乗
鞍
岳
に

登
山
し
､
氷
河
問
題
及
び
亀
甲
石
を
観
察
､
翌
年
の

｢
信
濃
山
岳
会
報
｣
に
こ
の
調
査
研
究
結
果
を
発
表

し
た
他
､
信
濃
郷
土
暫
柴
田
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』
を
出

版
す
る
な
ど
こ
の
年
も
数
多
く
の
研
究
発
表
を
行
い

六
五
歳
を
過
ぎ
て
も
少
し
も
疲
れ
を
見
せ
な
い
活
胱

ぶ
り
で
あ
っ
た
二
で
し
て
昭
和
六
年
∴
へ
し
歳
の
時
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に
よ
う
や
-
松
本
第
二
中
学
校
の
嘱
託
を
解
か
れ
'

五
〇
年
に
あ
た
る
教
員
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
た
｡

だ
が
研
究
及
び
論
文
の
発
表
は
な
お
も
続
け
'
六

年
に
は
『
日
杢
同
山
植
物
図
説
｣
を
朋
文
堂
か
ら
出

版
し
た
り
､
七
年
の
夏
は
信
濃
教
育
会
か
ら
の
委
嘱

を
受
け
､
寒
地
植
物
研
究
に
千
島
利
尻
､
礼
文
島
､

国
後
､
中
ノ
古
丹
島
を
ど
､
一
ケ
月
余
に
わ
た
る
採
集

旅
行
を
行
っ
た
｡
帰
っ
て
-
る
と
間
も
左
-
､
長
野

県
博
物
教
員
協
議
会
が
｢
信
濃
博
物
会
｣
と
改
称
す

る
と
推
さ
れ
て
副
会
長
に
在
っ
た
｡

八
年
の
夏
も
信
濃
教
育
会
の
委
嘱
を
受
け
六
月
か

ら
七
月
末
日
迄
樺
太
の
鈴
谷
岳
､
幌
内
川
ツ
ン
ド
ラ

地
帯
を
調
査
し
て
北
海
道
に
帰
り
､
夕
張
岳
､
大
雪

山
に
研
究
登
山
し
た
｡
ま
た
幾
回
か
の
皇
室
の
北
ア

ル
プ
ス
登
山
の
ご
案
内
で
､
宮
家
と
親
し
く
な
っ
た

河
野
は
'
山
草
好
き
な
李
王
殿
下
に
請
わ
れ
'
那
須

の
別
邸
に
出
掛
け
て
大
が
か
り
在
ロ
ッ
ク
ガ
ー
∴
ナ
ン

の
築
造
を
行
い
､
高
山
植
物
や
高
山
の
樹
木
の
植
栽

を
行
っ
た
｡

九
年
は
『
高
山
植
物
の
培
養
』
　
(
朋
文
堂
)
を
著

し
た
が
､
こ
の
頃
彼
の
自
宅
に
は
千
鉢
近
く
の
各
種

各
地
の
高
山
植
物
が
研
究
の
た
め
に
栽
培
さ
れ
て
い

た
｡
た
ま
た
ま
八
月
松
本
を
訪
れ
た
李
王
殿
下
が
へ

こ
の
鉢
物
を
台
覧
さ
れ
驚
嘆
さ
れ
た
｡
こ
の
年
も
信

濃
教
育
会
の
委
嘱
で
東
北
の
山
､
岩
手
へ
早
池
峯
､

鳥
海
山
に
研
究
登
山
し
た
｡
ま
た
二
年
(
七
二
歳
)

に
は
李
王
殿
下
を
案
内
白
馬
岳
登
山
を
し
た
｡
こ

の
よ
う
に
昭
和
一
四
年
七
五
叢
で
永
眠
す
る
ま
で
､

高
山
研
究
一
路
に
生
き
た
稀
に
み
る
不
死
鳥
的
活
躍

ぶ
り
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
が
す
る
｡(

登
山
史
研
究
)

ク

　

タ

　

タ

　

メ

　

ル

ー
北
ア
ル
プ
ス
束
麓
の
方
言
㈲
-

福

　

沢

　

武

一

三
十
年
も
前
の
春
の
こ
と
､
大
町
の
奥
地
'
鹿
島

の
谷
を
訪
れ
た
｡
そ
の
入
口
の
源
波
に
さ
し
か
か
る

と
､
老
人
が
目
に
と
ま
っ
た
｡
道
祖
神
祭
り
の
準
備

を
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
｡
近
づ
い
て
､
あ
れ
こ
れ
尋

ね
た
｡
忘
れ
が
た
い
の
は
シ
ョ
シ
ャ
ビ
(
お
や
つ
)

と
ク
タ
タ
メ
ル
　
(
叱
責
す
る
)
だ
っ
た
｡
こ
の
こ
と

は
本
紙
二
六
着
二
号
に
ふ
れ
た
｡

シ
ョ
シ
ャ
ビ
は
次
の
も
の
に
由
来
し
て
い
る
｡

ス
サ
ビ
　
(
荒
･
進
･
遊
)
H
心
が
特
定
の
方
向
に

い
よ
い
よ
進
む
こ
と
｡
ま
た
､
心
を
､
そ
の
お

も
む
-
ま
ま
に
任
せ
る
こ
と
｡
仁
心
の
お
も
む

く
ま
ま
に
す
る
慰
み
ご
と
｡
(
小
学
館
｢
日
本

国
語
大
辞
典
｣
)

ス
サ
ビ
は
｢
口
慰
み
｣
の
意
で
｢
お
や
つ
｣
に
な

っ
た
｡
語
形
は
変
化
を
重
ね
た
｡
シ
ョ
シ
ャ
ビ
は
あ

ど
け
な
い
語
音
だ
｡
七
十
歳
を
越
え
る
老
人
の
口
か

ら
発
せ
ら
れ
た
こ
と
が
最
も
印
象
的
だ
っ
た
｡

一
方
､
ク
タ
タ
メ
ル
の
魅
力
は
､
生
ま
れ
て
初
め

て
耳
に
す
る
新
奇
さ
だ
っ
た
｡
帰
宅
し
て
'
改
め
て

一
語
の
貴
重
さ
を
知
っ
た
｡

ク
タ
タ
メ
ル
　
道
理
を
言
い
ふ
く
め
る
｡
懲
戒
す

る
｡
庄
内
(
浜
荻
)
､
三
重
県
度
会
郡
礫
(
東

条
氏
全
国
方
言
辞
典
)

そ
の
ず
っ
と
後
､
自
然
発
生
的
に
次
の
よ
う
に
考

え
た
｡
ク
タ
タ
メ
ル
の
ク
タ
タ
は
､
本
来
ク
タ
グ
タ

だ
っ
た
に
相
違
を
い
｡

ク
タ
グ
タ
　
ロ
疲
れ
た
り
､
弱
っ
た
り
し
て
力
の

抜
け
る
さ
ま
｡
ま
た
､
着
物
や
紙
な
ど
が
､
古

-
な
っ
て
張
り
が
を
く
在
る
さ
ま
｡
T
 
i
i
こ
ま
か

-
な
る
さ
ま
｡
臼
物
が
形
を
失
う
ほ
ど
よ
く
煮

え
る
さ
ま
｡
(
上
掲
大
辞
典
)

こ
れ
は
タ
ダ
タ
ダ
･
グ
タ
グ
タ
･
グ
ダ
グ
夕
の
形

で
も
多
用
さ
れ
､
右
の
[
0
日
の
ほ
か
に
'
㈲
繁
雑

で
､
わ
ず
ら
わ
し
い
さ
ま
'
に
当
て
ら
れ
'
ク
ダ
タ

ダ
シ
イ
(
わ
ず
ら
わ
し
い
)
の
一
語
を
生
ん
だ
｡

ク
タ
ク
タ
が
タ
ダ
タ
に
な
っ
た
､
と
い
っ
た
｡
同

類
を
若
干
あ
げ
る
｡
-
キ
ラ
キ
ラ
が
キ
ラ
ラ
(
雲

母

)

､

ウ

ラ

ウ

ラ

の

ウ

ラ

ラ

'

イ

ト

イ

ト

の

イ

ト

ド

(
甚
だ
)
'
シ
ト
シ
ト
の
シ
ト
ド
(
ひ
ど
く
ぬ
れ
た

さ
ま
)
､
ク
ワ
タ
ワ
の
タ
ワ
ワ
'
等
々
々
｡

語
尾
の
メ
ル
は
､
｢
何
々
ス
ル
｣
こ
と
｡
マ
ル
メ

ル
(
丸
く
す
る
)
､
細
メ
ル
､
蒋
メ
ル
等
々
｡
要
す

る
に
､
ク
タ
タ
メ
ル
の
原
義
は
､
｢
事
こ
ま
か
に
説

得
す
る
こ
と
｣
｡
そ
こ
か
ら
懲
戒
･
叱
責
が
導
か
れ

た
｡

そ
の
後
､
小
学
館
の
国
語
大
辞
典
が
刊
行
さ
れ
､

ク
タ
タ
メ
ル
に
次
の
出
典
が
加
え
ら
れ
た
｡

ぼ
う
ず
二
､
三
度
は
ね
は
ず
す
｡
-
た
た
め
ら

れ
て
川
へ
は
ね
入
｡
(
天
正
本
狂
言
｢
せ
い
た

う

｣

)

こ
の
稿
を
つ
づ
る
に
つ
い
て
'
同
僚
の
天
野
文
雄

さ
ん
に
次
の
論
考
の
教
示
を
受
け
た
｡

坊
主
が
檀
那
に
供
を
借
り
よ
う
と
す
る
が
､
誰

も
お
ら
ず
､
檀
那
が
自
ら
供
を
し
て
行
こ
う
と
言

う
｡
連
れ
て
出
か
け
る
と
､
｢
中
に
川
あ
る
｡
｣

檀
那
は
跳
ぶ
の
だ
が
､
坊
主
は
跳
べ
ず
'
と
う
と

う
｢
く
た
た
め
ら
れ
て
川
へ
は
ね
入
｡
｣
　
(
橋
本

朝
生
氏
｢
天
正
狂
言
本
の
出
家
座
頭
狂
言
｣
)

天
正
狂
言
本
の
成
立
は
東
北
地
方
で
な
い
か
?

こ
の
説
は
学
界
で
有
力
視
さ
れ
て
い
る
｡
東
北
方
言

の
目
立
つ
こ
と
が
強
力
を
理
由
に
在
っ
て
い
る
｡
ク

タ
タ
メ
ル
は
そ
の
日
ぼ
し
い
例
だ
｡
同
じ
も
の
が
先

に
三
重
県
に
､
新
た
に
大
町
に
拾
わ
れ
た
｡
こ
れ
は

天
正
狂
言
本
東
北
説
に
反
省
材
料
で
な
け
れ
ば
在
る

ま
い
｡
(
昭
六
二
五
)

(
上
田
女
子
短
大
講
師
)
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